
JP 4635352 B2 2011.2.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれがピエゾアクチュエータを搭載し、ピエゾアクチュエータにより開閉して燃料
の噴射と停止とが切り換わる複数のインジェクタと、前記ピエゾアクチュエータを駆動す
るピエゾアクチュエータ駆動回路とを具備する燃料噴射装置において、
　前記ピエゾアクチュエータ駆動回路は、
　前記ピエゾアクチュエータに搭載されたピエゾスタックの充電と放電とを行う複数のイ
ンジェクタに共通の充放電回路部と、ピエゾスタックの端子に到る通電ケーブルが接続さ
れる接続端子と、複数のピエゾスタックのうちから充放電回路部の出力を受けるピエゾス
タックを選択するスイッチ手段とを有しており、
　各ピエゾスタックの非接地側の端子に到る通電ケーブル用の非接地側の接続端子と、該
非接地側の接続端子に線端が接続されて、充放電回路部の出力を前記非接地側の接続端子
に伝送する非接地側の線路とを、ピエゾスタックと１対１に対応して設け、
　前記スイッチ手段を、前記非接地側の線路の途中にそれぞれ設けて、各線路の導通と切
断とを切り換え自在としたことを特徴とする燃料噴射装置。
【請求項２】
　請求項１記載の燃料噴射装置において、インジェクタの噴射期間を決定して該噴射期間
に対応したピエゾスタックの充電指令および放電指令をピエゾアクチュエータ駆動回路に
出力する制御手段を具備せしめ、
　該制御手段を、決定された噴射期間で規定されるピエゾスタックの充電保持期間がイン
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ジェクタ間で相前後するように設定した燃料噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はピエゾアクチエータ駆動回路および燃料噴射装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、内燃機関の燃料噴射用のインジェクタには、ニードルを駆動するソレノイドが搭載
されており、これを通電制御することでインジェクタの開弁と閉弁の切り換えを行う。通
電制御用の駆動回路には、各インジェクタごとに搭載されたソレノイドへの通電と遮断と
の切り換えを行うスイッチ手段が設けられており、オンしたスイッチ手段に対応するソレ
ノイドが選択的に通電されて当該気筒のインジェクタが開弁することになる。
【０００３】
燃料噴射の回数は機関回転数にもよるが、膨大な回数に及ぶ。気筒数の多い内燃機関や、
燃料噴射を１燃焼サイクルにおいて複数回に分ける多段噴射を実行する内燃機関の場合に
はさらに増大する。１回の燃料の噴射に対して１回ずつソレノイドへの通電が行われるか
ら、消費電力は大きなものになる。電力消費を抑制すべく、スイッチ手段をオフした時の
サージエネルギーをソレノイドから回収して再利用しようとすると、正のサージを回収す
る必要からソレノイドの接地側端子を接地回路と遮断して回収用のコンデンサと接続する
ことになる。このため、スイッチ手段はソレノイドよりも接地側に設けられることになる
。
【０００４】
ところで、近年、ソレノイドよりも高い応答性が期待できることからインジェクタの開閉
用の手段としてピエゾアクチュエータが検討されている。ピエゾアクチュエータは、ＰＺ
Ｔ等の圧電材料の圧電作用を利用したもので、容量性素子であるピエゾスタックが充放電
により伸長または縮小して、駆動対象を変位せしめる。内燃機関の燃料噴射装置であれば
、噴射時期になると、ピエゾスタックを充電してニードルを開弁し、所定時間の後、ピエ
ゾスタックを放電してニードルを閉弁する。
【０００５】
図３はピエゾアクチュエータを駆動するピエゾアクチュエータ駆動回路の構成を示すもの
で、前記ソレノイド用の駆動回路を応用したものである。ピエゾアクチュエータ駆動回路
は充放電回路部９２ａ，９２ｂにより４つのピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂ，９１Ｃ，９
１Ｄの充電と放電とが可能で、例えば４気筒用の内燃機関に用いられる。充放電回路部９
２ａ，９２ｂは２系統設けられて、第１の充放電回路部９２ａが第１、第２のピエゾスタ
ック９１Ａ，９１Ｂからなるグループの充電と放電とを担当し、第２の充放電回路部９２
ｂが第３、第４のピエゾスタック９１Ｃ，９１Ｄからなるグループの充電と放電とを担当
する。各充放電回路部９２ａ，９２ｂは、それぞれインダクタ９２２およびスイッチング
素子９２３，９２４を備えており、いわゆる多重スイッチング方式の回路構成となってい
る。各充放電回路部９２ａ，９２ｂは、第１のスイッチング素子９２３をオンオフすると
両充放電回路部９２ａ，９２ｂに共通のコンデンサ９２１から担当グループのピエゾスタ
ック９１Ａ～９１Ｄに充電され、第２のスイッチング素子９２４をオンオフすると充電状
態のピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄが放電する。
【０００６】
ピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄの接地側の端子に到るケーブル９６Ａ，９６Ｂ，９６Ｃ，
９６Ｄが接続される接続端子９５Ａ，９５Ｂ，９５Ｃ，９５Ｄと、充放電回路部９２ａ，
９２ｂとを結ぶ線路９３Ａ，９３Ｂ，９３Ｃ，９３Ｄにピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄと
１対１に対応してスイッチ手段９４Ａ，９４Ｂ，９４Ｃ，９４Ｄが設けられており、この
うち、噴射気筒に対応するものをオンすることで、気筒選択がなされる。
【０００７】
また、この回路構成では、接続端子９５Ａ～９５Ｄとピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄの結
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線に異常が検出されれば、当該ピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄの充放電を担当する充放電
回路部９２ａ（９２ｂ）を非作動として、当該ピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄを含まない
グループのピエゾスタック９１Ｃ，９１Ｄ（９１Ａ，９１Ｂ）の作動は確保される。例え
ば、いずれかのピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄの接地側が、ケーブル９６Ａ～９６Ｄのシ
ョート等でスイッチ手段９４Ａ～９４Ｄを介さずに接地して、スイッチ手段９４Ａ～９４
Ｄがオンしたのと同じ状態に陥っても、当該ピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂ（９１Ｃ，９
１Ｄ）を含まないグループのピエゾスタック９１Ｃ，９１Ｄ（９１Ａ，９１Ｂ）の充電時
に、当該ピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂ（９１Ｃ，９１Ｄ）も充電されてしまうことはな
く、２気筒での同時噴射を回避することができる（リンプホーム）（第１従来例）。
【０００８】
第１従来例ではまた、一方のグループのピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂ（９１Ｃ，９１Ｄ
）の放電が終了しない間に他方のグループのピエゾスタック９１Ｃ，９１Ｄ（９１Ａ，９
１Ｂ）の充電を行うことができるので、触媒の活性化を図るポスト噴射を含む多段噴射を
容易に行い得るという利点がある。しかし、ポスト噴射は、燃焼に供するものではないか
ら噴射タイミングの自由度が広く、必ずしも、噴射状態が複数気筒間で重複する多重噴射
で行う必要はない。また、ポスト噴射用に特化したインジェクタを排気通路に設けること
も検討されている。
【０００９】
このため、ピエゾアクチュエータ駆動回路として図４に示す構成のものが検討されている
。この構成は前記図３に示した構成において、充放電回路部を全ピエゾスタックに共通と
して回路構成の簡略化を図ったものである。このピエゾアクチュエータ駆動回路は、一方
のグループのピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂに共通の非接地側のケーブル９９ａが接続さ
れる接続端子９８ａと充放電回路部９２とを接続する線路９７ａと、他方のグループのピ
エゾスタック９１Ｃ，９１Ｄに共通の非接地側のケーブル９９ｂが接続される接続端子９
８ｂと充放電回路部９２とを接続する線路９７ｂとに、１対１に対応して、いずれかのグ
ループを充放電回路部９２から遮断可能にスイッチ手段９４ａ，９４ｂが設けられている
。前記のごとくいずれかのピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄが気筒選択用のスイッチ手段９
４Ａ～９４Ｄを介さずに接地してしまっても、当該ピエゾスタック９１Ａ～９１Ｄの属す
るグループに対応するスイッチ手段９４ａ（９４ｂ）をオフして、当該グループを充放電
回路部９２から遮断することで、リンプホームを実現することができる（第２従来例）。
【００１０】
ところで、第２従来例では、インダクタと２つのスイッチング素子とからなる充放電回路
部を第１従来例に比して１つ減らしているが、一方で、リンプホームを実現するために新
たにいずれかのグループのピエゾスタック９１Ａ，９１Ｂ（９１Ｃ，９１Ｄ）を充放電回
路部９２から遮断する別のスイッチ手段９４ａ，９４ｂが追加されている。このため、実
質的にはインダクタ１つ分の構成簡略化効果しか得ることができない。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は前記実情に鑑みなされたもので、簡単な構成でリンプホームを実現することので
きるピエゾアクチュエータ駆動回路および燃料噴射装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明では、燃料噴射装置を、それぞれがピエゾアクチュエータを搭載し
、ピエゾアクチュエータにより開閉して燃料の噴射と停止とが切り換わる複数のインジェ
クタと、前記ピエゾアクチュエータを駆動するピエゾアクチュエータ駆動回路とを具備す
る構成とする。
　ピエゾアクチュエータ駆動回路は、ピエゾアクチュエータに搭載されたピエゾスタック
の充電と放電とを行う複数のインジェクタに共通の充放電回路部と、ピエゾスタックの端
子に到る通電ケーブルが接続される接続端子と、複数のピエゾスタックのうちから充放電
回路部の出力を受けるピエゾスタックを選択するスイッチ手段とを有しており、
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　各ピエゾスタックの非接地側の端子に到る通電ケーブル用の非接地側の接続端子と、該
非接地側の接続端子に線端が接続されて、充放電回路部の出力を前記非接地側の接続端子
に伝送する非接地側の線路とを、ピエゾスタックと１対１に対応して設け、
　前記スイッチ手段を、前記非接地側の線路の途中にそれぞれ設けて、各線路の導通と切
断とを切り換え自在とする。
【００１３】
充電および放電を行うピエゾスタックを選択するには当該ピエゾスタックに対応するスイ
ッチ手段のみをオンすればよい。また、いずれかのピエゾスタックにおいて正常な充放電
が不可能になれば、当該ピエゾスタックに対応するスイッチ手段をオフにして当該ピエゾ
スタックを充放電回路部から遮断して、充放電回路部による残りのピエゾスタックの充放
電に影響しないようにすることができる。
【００１４】
スイッチ手段はピエゾスタックと同じ数だけでよいから、構成が簡単である。
【００１６】
スイッチ手段の少ない簡単な構成で、いずれかのインジェクタのピエゾスタックにおいて
正常な充放電が不可能になっても、残りのインジェクタの正常な作動を確保することがで
きる。
【００１７】
　請求項２記載の発明では、請求項１の発明の構成において、インジェクタの噴射期間を
決定して該噴射期間に対応したピエゾスタックの充電指令および放電指令をピエゾアクチ
ュエータ駆動回路に出力する制御手段を具備せしめ、
　該制御手段を、決定された噴射期間で規定されるピエゾスタックの充電保持期間がイン
ジェクタ間で相前後するように設定する。
【００１８】
本発明のピエゾアクチュエータ駆動回路の構成に適合した適正な噴射制御を実現すること
ができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
図２に本発明を適用したディーゼルエンジンのコモンレール式の燃料噴射装置の構成を示
す。ディーゼルエンジンの気筒数分のインジェクタ１が各気筒に対応して設けられ（図例
ではインジェクタ１は１つのみ図示）、供給ライン５５を介して連通する共通のコモンレ
ール５４から燃料の供給を受け、インジェクタ１から各気筒の燃焼室内に略コモンレール
５４内の燃料圧力（以下、コモンレール圧力）に等しい噴射圧力で燃料を噴射するように
なっている。インジェクタ１はピエゾアクチュエータ１ａにより開弁と閉弁を切り換える
ようになっている。コモンレール５４には燃料タンク５１の燃料が高圧サプライポンプ５
３により圧送されて高圧で蓄えられる。
【００２０】
また、コモンレール５４からインジェクタ１に供給された燃料は、上記燃焼室への噴射用
の他、インジェクタ１の制御油圧等としても用いられ、インジェクタ１から低圧のドレー
ンライン５６を経て燃料タンク５１に還流するようになっている。
【００２１】
制御手段であるＣＰＵ６１は内燃機関全体の制御を司り、クランク角度等の検出信号に基
づいて燃料の噴射時期および噴射量すなわち噴射期間を演算するとともに、噴射気筒を特
定して、噴射指令を、各インジェクタ１に搭載されたピエゾアクチュエータを駆動するた
めのピエゾアクチュエータ駆動回路２に出力する。
【００２２】
また、ＣＰＵ６１は他のセンサ類により知られる運転条件に応じた適正な噴射圧となるよ
うに制御する。かかるセンサ類としてコモンレール５４に圧力センサ６２が設けられてお
り、ＣＰＵ６１はコモンレール圧力に基づいて調量弁５２を制御してコモンレール５４へ
の燃料の圧送量を調整する。
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【００２３】
図１に各インジェクタ１に搭載されたピエゾアクチュエータ１ａのピエゾスタックの充電
と放電とを行うピエゾアクチュエータ駆動回路２の構成を示す。ピエゾアクチュエータ駆
動回路２が駆動するピエゾスタック１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄは、各気筒にそれぞ
れ搭載されたインジェクタ１に１対１に対応している。ピエゾアクチュエータ駆動回路２
はユニット化されており、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄへの通電を行うための接続端子
２０１Ａ，２０１Ｂ，２０１Ｃ，２０１Ｄ，２０２ａ，２０２ｂが設けてある。接続端子
２０１Ａ～２０１Ｄは非接地側である電源側のもので、接続端子２０２ａ，２０２ｂは接
地側のものである。接続端子２０１Ａ～２０２ｂはピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄとワイ
ヤハーネス３により接続される。
【００２４】
ワイヤハーネス３は電源側のケーブル３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄと接地側のケーブ
ル３２ａ，３２ｂとからなる。電源側のケーブル３１Ａ～３１Ｄは、ピエゾスタック１１
Ａ～１１Ｄのそれぞれに１つずつ設けられて、一方の端部がピエゾスタック１１Ａ～１１
Ｄの接地側の端子と１対１に対応して接続され、他方の端部が電源側の接続端子２０１Ａ
～２０１Ｄと１対１に対応して接続される。
【００２５】
接地側のケーブル３２ａ，３２ｂは、それぞれピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄ側が二股に
分かれている。ケーブル３２ａは、２股の端部がピエゾスタック１１Ａ，１１Ｂの接地側
の端子と接続され、ピエゾスタック１１Ａを搭載したインジェクタ１とピエゾスタック１
１Ｂを搭載したインジェクタ１とからなるインジェクタ群（以下、バンクという）に共通
である。一方、ケーブル３２ｂは、２股の端部がピエゾスタック１１Ｃ，１１Ｄの接地側
の端子と接続され、ピエゾスタック１１Ｃを搭載したインジェクタ１とピエゾスタック１
１Ｄを搭載したインジェクタ１とからなるバンクに共通である。接地側のケーブル３２ａ
，３２ｂの他方の端部はそれぞれ接地側の接続端子２０２ａ，２０２ｂと１対１に対応し
て接続される。
【００２６】
ピエゾアクチュエータ駆動回路２は、車載バッテリの給電（＋Ｂ）で数十～数百Ｖの直流
電圧を発生するＤＣ－ＤＣコンバータ２１１、およびその出力端に並列に接続されたバッ
ファコンデンサ２１２により直流電源２１が構成されており、ピエゾスタック１１Ａ～１
１Ｄの充電用のエネルギーをバッファコンデンサ２１２に蓄える。ＤＣ－ＤＣコンバータ
２１１は一般的な昇圧チョッパ型の回路で、スイッチング素子２１１２のオン時にインダ
クタ２１１１にエネルギーを蓄積して、スイッチング素子２１１２のオフ時に逆起電力を
発生するインダクタ２１１１からダイオード２１１３を介してバッファコンデンサ２１２
に充電される。バッファコンデンサ２１２は十分静電容量の大きなもので構成され、ピエ
ゾスタック１１Ａ～１１Ｄへの充電作動時にも略一定の電圧値を保つようになっている。
【００２７】
直流電源２１のバッファコンデンサ２１２から接続端子２０２Ａ～２０２Ｄを介してピエ
ゾスタック１１Ａ～１１Ｄに通電する第１の通電経路２２ａが形成してある。第１の通電
経路２２ａの途中にはバッファコンデンサ２１２側から第１のスイッチング素子２４ａお
よびインダクタ２３が直列に設けられている。第１のスイッチング素子２４ａはＭＯＳＦ
ＥＴで構成され、その寄生ダイオード（以下、第１の寄生ダイオードという）２４１ａが
バッファコンデンサ２１２の両端間電圧に対して逆バイアスとなるように接続される。
【００２８】
また、バッファコンデンサ２１２および第１のスイッチング素子２４ａをバイパスする第
２の通電経路２２ｂが形成してある。この通電経路２２ｂは、インダクタ２３と第１のス
イッチング素子２４ａの接続中点に接続される第２のスイッチング素子２４ｂを有し、イ
ンダクタ２３、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄおよび第２のスイッチング素子２４ｂを含
む閉回路を形成する。第２のスイッチング素子２４ｂもＭＯＳＦＥＴで構成され、その寄
生ダイオード（以下、第２の寄生ダイオードという）２４１ｂがバッファコンデンサ２１
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２の両端間電圧に対して逆バイアスとなるように接続される。これらインダクタ２３およ
びスイッチング素子２４ａ，２４ｂは直流電源２１とともに充放電回路部２０を構成し、
インダクタ２３からピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄへの充電用の出力が得られる。
【００２９】
通電経路２２ａ，２２ｂは、インダクタ２３の出力端から４つに分岐しており、分岐した
線路２２１Ａ～２２１Ｄは、その線端が前記４つの電源側接続端子２０１Ａ～２０１Ｄと
１対１に対応して接続されており、電源側接続端子２０１Ａ～２０１Ｄからケーブル３１
Ａ～３１Ｄを介してピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄに通じている。
【００３０】
また、分岐線路２２１Ａ～２２１Ｄの途中には、それぞれ、スイッチ手段である気筒選択
用のスイッチング素子２５Ａ～２５Ｄが設けてあり、噴射気筒のインジェクタ１のピエゾ
スタック１１Ａ～１１Ｄに対応する選択スイッチング素子２５Ａ～２５Ｄがオンされる。
【００３１】
各選択スイッチング素子２５Ａ～２５ＤはＭＯＳＦＥＴが用いられており、その寄生ダイ
オード（以下、選択寄生ダイオードという）２５１Ａ，２５１Ｂ，２５１Ｃ，２５１Ｄは
、バッファコンデンサ２１２に対して逆バイアスとなるように接続されている。
【００３２】
スイッチング素子２４ａ，２４ｂ，２５Ａ～２５Ｄの各ゲートにはコントローラ２９から
それぞれ制御信号が入力している。
【００３３】
また、ピエゾスタック１１Ａとピエゾスタック１１Ｂとに共通に直列に比較的低抵抗の抵
抗器２７Ｅが、ピエゾスタック１１Ｃとピエゾスタック１１Ｄとに共通に直列に前記抵抗
器２７Ｅと同じ抵抗器２７Ｆが設けてある。その両端間電圧はコントローラ２９に入力し
、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄの充電電流が検出されるようになっている。
【００３４】
また、第２のスイッチング素子２４ｂには直列に比較的低抵抗の抵抗器２８が設けてある
。その両端間電圧はコントローラ２９に入力し、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄの放電電
流が検出されるようになっている。
【００３５】
また、ＣＰＵ６１からコントローラ２９に入力する噴射指令として、各気筒ごとに気筒を
選択するための気筒選択信号がピエゾアクチュエータ駆動回路２に入力している。また、
ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄの充電時期および放電時期を規定する噴射信号が入力して
いる。気筒選択信号および噴射信号は「Ｈ」と「Ｌ」からなる二値信号である。
【００３６】
ＣＰＵ６１からは噴射信号に先立って気筒選択信号が出力される。コントローラ２９は、
いずれかの気筒選択信号が立ち上がると、当該気筒に対応する気筒選択用のスイッチング
素子２５Ａ～２５Ｄをオンし、当該スイッチング素子２５Ａ～２５Ｄが設けられた分岐線
路２２１Ａ～２２１Ｄのみが導通する。そして、充電指令である噴射信号の立ち上がりで
、充電制御が実行される。充電制御時には、第１のスイッチング素子２４ａのオン期間と
オフ期間とを次のように設定し、第１のスイッチング素子２４ａの制御信号を出力する。
すなわち、第１のスイッチング素子２４ａをオンして第１の通電経路２２ａに漸増する充
電電流を流す。充電電流が予め設定した上限の電流値になるとスイッチング素子２４ａを
オフしてオフ期間に入る。この時、インダクタ２３に発生する逆起電力は第２のスイッチ
ング素子２４ｂの寄生ダイオード２４１ｂに対して順バイアスであるから、インダクタ２
３に蓄積されたエネルギーにより第２の通電経路２２ｂに漸減するフライホイール電流が
流れ、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄの充電が進行する。充電電流が下限の電流値（略０
）になると再び第１のスイッチング素子２４ａをオンしてオン期間に入り、これを繰り返
す（多重スイッチング方式）。そして、ピエゾスタック電圧が予め設定した電圧に達する
とスイッチング素子２４ａをオフに固定し、充電は完了となる。このようにピエゾスタッ
ク１１Ａ～１１Ｄを充電することで、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄが伸長してインジェ
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クタ１を開弁する。
【００３７】
また、放電指令である噴射信号の立ち下がりで、放電制御が実行される。気筒選択信号は
例えばこの時、一緒に立ち下がる。コントローラ２９は、放電制御時には、第２のスイッ
チング素子２４ｂのオン期間とオフ期間とを次のように設定し、第２のスイッチング素子
２４ｂの制御信号を出力する。すなわち、第２のスイッチング素子２４ｂをオンして第２
の通電経路２２ｂに漸増する放電電流を流す。放電電流が予め設定した電流値（以下、上
限電流値という）になるとスイッチング素子２４ｂをオフしてオフ期間に入る。この時、
インダクタ２３に大きな逆起電力が発生し、インダクタ２３に蓄積されたエネルギーによ
りフライホイール電流を第１の通電経路２２ａに流しバッファコンデンサ２１２にエネル
ギーを回収する。放電電流が下限の電流値（略０）になると再び第２のスイッチング素子
２４ｂをオンして、これを繰り返す。そして、ピエゾスタック電圧が０に達するとスイッ
チング素子２４ｂをオフに固定し、放電は完了となる。このようにピエゾスタック１１Ａ
～１１Ｄを放電することで、ピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄが縮小してインジェクタ１を
閉弁する。
【００３８】
なお、ＣＰＵ６１は、噴射期間の設定に際し、決定された噴射期間で規定されるピエゾス
タック１１Ａ～１１Ｄの充電保持期間がインジェクタ１間で相前後するように制御プログ
ラムが組まれている。充放電回路部を１系統だけ有する本ピエゾアクチュエータ駆動回路
２の構成に適合した適正な噴射制御を実現することができる。
【００３９】
また、接続端子２０１Ａ～２０２ｂとピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄの結線に異常があれ
ば、コントローラ２９において、対応する選択スイッチング素子２５Ａ～２５Ｄのオンを
禁止して対応するピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄを充放電回路部２０から遮断する措置を
とればよく、リンプホームが実現できる。しかも、充放電回路部２０は１系統ですみ、さ
らに、気筒数分の選択スイッチング素子２５Ａ～２５Ｄの他には、他のピエゾスタック、
例えば異常時にそのピエゾスタック１１Ａ～１１Ｄを充放電回路部２０から遮断するスイ
ッチング素子が不要であるから、スイッチング素子の数を減らすことができる。なお、異
常の検出は、充電電流、放電電流、ピエゾスタック電圧や機関運転状態から判断すること
ができる。
【００４０】
なお、本実施形態は内燃機関の燃料噴射装置に適用したものを示したが、複数のピエゾア
クチュエータを備えた装置であれば適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の燃料噴射装置のインジェクタに搭載されたピエゾアクチュエータを駆動
する本発明のピエゾアクチュエータ駆動回路の回路図である。
【図２】前記燃料噴射装置の全体構成図である。
【図３】従来のピエゾアクチュエータ駆動回路の回路図である。
【図４】従来の別のピエゾアクチュエータ駆動回路の回路図である。
【符号の説明】
１　インジェクタ
１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ，１１Ｄ　ピエゾスタック
２　ピエゾアクチュエータ駆動回路
２０　充放電回路部
２０１Ａ，２０１Ｂ，２０１Ｃ，２０１Ｄ，２０２ａ，２０２ｂ　接続端子
２２１Ａ，２２１Ｂ，２２１Ｃ，２２１Ｄ　非接地側の線路
２５Ａ，２５Ｂ，２５Ｃ，２５Ｄ　選択用スイッチング素子（スイッチ手段）
３　ワイヤハーネス
３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄ，３２ａ，３２ｂ　ケーブル
６１　ＣＰＵ（制御手段）
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